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高
齢
者
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
助
成
券
を
支
給
し
ま
す

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

料
の
一
部
に
あ
て
る
こ
と
の
で

き
る
助
成
券
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
70

歳
以
上
で
、
市
内
に
お
住
い
の
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て

い
る
方

▼
助
成
額

１
回
の
施
術
に
つ
き
９
０
０
円

分
の
助
成
券
を
支
給
し
ま
す
。

▼
利
用
回
数

１
年
に
12
回
以
内
（
申
請
月
に

よ
り
助
成
券
の
枚
数
が
異
な
り

ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23―

５
１
３
２
）

家
族
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

要
介
護
度
４
ま
た
は
５
に
相
当

す
る
高
齢
者
の
方
を
在
宅
で
１

年
以
上
介
護
し
て
い
る
方
に
対

し
て
、
介
護
者
慰
労
金
を
支
給

し
ま
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
者
、
介
護
者

双
方
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
し
、
か
つ
過
去
１
年
間
に
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
（
７
日
程

度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
除
く
）

を
利
用
し
て
い
な
い
方
に
限
り

ま
す
。

▼
支
給
額　

年
間
10
万
円

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23―

５
１
３
６
）

家
族
介
護
用
品
を
助
成
し
ま
す

介
護
用
品
の
購
入
費
に
あ
て
る

こ
と
が
で
き
る
介
護
ク
ー
ポ
ン

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
、

米
子
市
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅

の
方
で
、
要
介
護
度
４
ま
た
は

５
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
要

介
護
者
、
介
護
者
双
方
が
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る

方▼
助
成
額

年
間
７
万
５
千
円
（
上
限
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23―

５
１
３
６
）

介
護
保
険
福
祉
用
具
購
入
費

の
「
受
領
委
任
払
い
制
度
」

を
開
始
し
ま
す

介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
が
福
祉
用
具
を
購
入
す

る
場
合
、
一
旦
、
購
入
費
の
全

額
を
販
売
事
業
者
に
支
払
い
、

後
日
市
か
ら
そ
の
９
割
相
当
額

（
上
限
９
万
円
）
の
支
給
を
受
け

る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
販
売

事
業
者
へ
の
全
額
支
払
が
困
難

な
方
に
つ
い
て
は
、
市
の
支
給

額
を
除
い
た
額
だ
け
を
販
売
事

業
者
に
支
払
う
「
受
領
委
任
払

い
制
度
」
を
開
始
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
長
寿
社
会
課
（
☎

23―

５
１
３
２
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

がいなみっく予防トレーニング
参加者募集

最近よくつまずいたり、立ち上がりにくく
なったなどの症状がある方、運動を始めてみ
ませんか。
フィットネスク
ラブなどで筋力ト
レーニングや水中
運動などを行ない
ます。
運動の楽しさや効
果を体感し、運動習慣につなげましょう。
期間は３か月間で、週２回までご利用できま
す。

▼対 象　65歳以上で、米子市基本健康診
　　　　　査を受診されている方

▼利用料　１回あたり 150円
■申込・問い合わせ
長寿社会課（☎ 23―５１５５）

明
る
い
長
寿
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て

米
子
市
で
は
、
健
康
づ
く
り
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
福
祉
の

充
実
な
ど
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
健
康

と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

「
広
報
よ
な
ご
」
や
、「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。



介
護
保
険
住
宅
改
修
費
の

「
受
領
委
任
払
い
制
度
」
の

対
象
を
拡
大
し
ま
す

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
を
対

象
と
し
た
住
宅
改
修
費
受
領
委

任
払
い
制
度
が
、
平
成
20
年
４

月
か
ら
住
民
税
課
税
世
帯
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
の

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
が
住

宅
改
修
を
す
る
場
合
、
一
旦
、

改
修
費
の
全
額
を
施
工
業
者
に

支
払
い
、
後
日
市
か
ら
そ
の
９

割
相
当
額
（
上
限
18
万
円
）
の

支
給
を
受
け
る
制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
施
工
業
者
へ
の
全
額
支

払
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、

市
の
支
給
額
を
除
い
た
額
だ
け

を
施
工
業
者
に
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
長
寿
社
会
課
（
☎

23―
５
１
３
２
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
改
良
費
を
助
成
し
ま
す

介
護
を
要
す
る
方
を
在
宅
で
介

護
す
る
う
え
で
、
居
室
や
ト
イ

レ
な
ど
の
改
良
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
、
改
良
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
既
に
着
工
し
た
も
の

や
新
築
・
増
改
築
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
予
算
が
無
く

な
っ
た
場
合
は
、
申
込
期
間
内

で
も
助
成
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者

介
護
保
険
の
要
支
援
・
要
介
護

認
定
を
受
け
た
方
ま
た
は
同
居

者
（
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
方
に
限
る
）

▼
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事

便
所
床
の
切
り
下
げ
、
玄
関
、

居
室
な
ど
の
段
差
解
消
、
滑
り

や
す
い
床
材
の
変
更
な
ど
（
介

護
保
険
の
住
宅
改
修
費
支
給
の

対
象
と
な
る
工
事
は
除
く
）

▼
助
成
限
度
額

助
成
対
象
経
費
の
額
の
３
分
の

２
か
、
53
万
３
千
円
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額

▼
申
込
期
間

４
月
１
日
㈫
〜
11
月
17
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
社
会
課

（
☎
23―

５
１
３
２
）

地域包括支援センターは、高齢者の方が住み慣れた地域で安心して生活を続けられるように支援を行なう総合機
関であり、介護の相談、介護予防、権利擁護・虐待防止などに関する業務を行ないます。
※米子市福祉・保健ガイド（広報よなご平成19年４月号にあわせて配布）に掲載したものとは
　名称と担当区域が変わっていますので、ご注意ください。
■問い合わせ　長寿社会課（☎２３－５１５５）

◆担当区域表◆
担当区域（公民館地区） 名 称 所 在 地 電話番号

啓成、車尾、福生東、
福生西、福米東、福米西

米子市ふれあいの里地域包括支援センター 錦町一丁目139番地３ ☎２３－５７９８

明道、就将、義方 米子市義方・湊山地域包括支援センター 茶町25番地 ☎２３－６７９０

住吉、加茂、河崎 米子市住吉・加茂地域包括支援センター 両三柳4543番地 30 ☎４８－１３６５

五千石、尚徳、永江、成実 米子市尚徳地域包括支援センター 石井1238番地 ☎２６－６５８８

彦名、夜見、富益、崎津、
大篠津、和田

米子市弓浜地域包括支援センター 大崎1511番地１ ☎４８－２３３０

巌、春日、大高、県 米子市箕蚊屋地域包括支援センター 一部555番地 ☎２７－６５００

淀江、宇田川、大和 米子市淀江地域包括支援センター 淀江町淀江1075番地 ☎５６－１１１８



「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
分
別
区

分
が
一
部
変
わ
り
ま
す
！

４
月
か
ら
、
従
来
の
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
の
分
別
区
分
に
新
た

に
「
し
ょ
う
ゆ
加
工
品
・
み
り

ん
風
調
味
料
・
食
酢
・
調
味
酢
・

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
タ
イ
プ
調
味
料
」

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
の
う
ち
、

下
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ

マ
ー
ク
が
つ
い

た
も
の
を
追
加

し
ま
す
。「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
」
と
し
て
収
集
す
る

の
は
こ
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
マ
ー
ク
が
つ

い
た
も
の
の
み
で
す
の
で
、
こ

の
マ
ー
ク
が
な
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
容
器
は
「
可
燃
ご
み
」
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ふ
た
と
色
の
つ
い
た
取
っ
手
は

「
不
燃
ご
み
」、
ラ
ベ
ル
は
「
可

燃
ご
み
」
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
25

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

淀
江
地
区
の
収
集
日
・
収
集
回

数
が
変
わ
り
ま
す

ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

収
集
日
を
確
認
し
て
持
ち
出
し

て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
の
変
更
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

収
集
日
が
、
祝
日
や
年
末
年
始

の
休
日
な
ど
の
関
係
で
、
通
常

と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

収
集
日
を
確
認
し
て
持
ち
出
し

て
く
だ
さ
い
。

古
紙
類
の
収
集

古
紙
類
は
、
材
質
に
よ
っ
て
再

資
源
化
後
の
工
程
が
異
な
る
た

め
、「
新
聞
・
チ
ラ
シ
」「
本
・
雑
誌
」

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
紙
箱
」
の
３
品

目
に
分
け
て
持
ち
出
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
別
の
車
で
収
集
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
収
集
時
間
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

す
で
に
収
集
が
終
わ
っ
た
品
目

に
つ
い
て
は
、
別
の
品
目
の
収

集
の
際
に
収
集
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
収
集
日
の
朝

８
時
30
分
ま
で
に
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
の
負
担
軽
減
措
置

市
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
お
ら
れ
る
方
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
、
子
育
て
を
支
援
す

る
た
め
、
米
子
市
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
お
ら
れ
る
世
帯

や
、
２
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い

る
世
帯
に
、
最
大
で
年
間
平
均

使
用
量
の
３
分
の
１
程
度
の
可

「
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
＆

健
康
ガ
イ
ド
・
国
保
ガ
イ
ド
」

を
発
行
し
ま
し
た

平
成
20
年
度
の
「
ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
＆
健
康
ガ
イ
ド
・
国
保
ガ
イ
ド
」
を

発
行
し
ま
し
た
。
３
月
末
ま
で
に
ご
家
庭

に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
各
地
区
の
公

民
館
、
市
役
所
１
階
の
総
合
案
内
、
旧
庁

舎
１
階
の
環
境
政
策
課
、
淀
江
支
所
市
民

生
活
課
、
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
公
会
堂
内
）、
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

（「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
３
階
）
で
お
受
取
り

く
だ
さ
い
。「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で

も
、
各
地
区
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
（
☎
23―

５
３
０
０
）

燃
ご
み
専
用
指
定
ご
み
袋
を
無

料
で
支
給
し
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
４
月
１
日
現
在
で
対
象
と

な
る
世
帯
に
は
、
４
月
下
旬
に

引
換
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
申

請
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
よ
な
ご
み
通
信
」
第
６
号
（
３
月

１
日
発
行
）
と
新
し
い
「
ご
み
分
別

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」24
ペ
ー
ジ
で「
液

晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
衣

類
乾
燥
機
は
４
月
か
ら
ご
み
置
場
に

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
掲
載
し

ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目
に
追

加
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
追
加
の
時
期
が
延
期
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
対
象
品
目
に
追
加
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
、
衣
類
乾
燥
機
は
今
ま
で
ど
お

り
不
燃
性
粗
大
ご
み
と
し
て
ご
み
置

場
に
出
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
訂
正
し
、
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。
追
加
時
期
や
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
の
額
は
、
決
ま
り
し
だ
い
「
広

報
よ
な
ご
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

な
お
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
に
つ

い
て
は
、
従
前
よ
り
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
対
象
で
あ
る
た
め
、
ご
み
置

場
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。



行
政
機
構
改
正
の
概
要

■
市
民
人
権
部
収
税
課
の
係
の
再
編

税
収
納
対
策
の
強
化
を
更
に
図
る
た

め
、収
税
課
の「
整
理
係
」を「
徴
収
係
」

と
「
収
納
対
策
係
」
に
再
編
し
ま
し
た
。

収
税
課 

 （
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

収
納
管
理
係　
（
☎
23―

５
１
６
１
）

徴
収
係
（
☎
23―

５
１
０
２
）

収
納
対
策
係
（
☎
23―

５
１
６
３
）

■
市
民
人
権
部
保
険
年
金
課
の

　

係
の
名
称
変
更

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口

業
務
を
、
保
険
年
金
課
で
取
り
扱
う
こ

と
に
伴
い
、「
国
保
係
」
を
「
保
険
係
」

に
改
め
ま
し
た
。

保
険
年
金
課　

（
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

保
険
係
（
☎
23―

５
１
２
１
）

収
納
係
（
☎
23―

５
１
２
４
）

医
療
給
付
係
（
☎
23―

５
１
２
３
）

年
金
係
（
☎
23―

５
１
４
２
）

■
建
設
部
建
築
課
の
名
称
変
更

市
営
住
宅
の
担
当
を
明
確
に
す
る
た

め
、「
建
築
課
」
を
「
建
築
住
宅
課
」

に
改
め
ま
し
た
。

建
築
住
宅
課

（
場
所
：
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

公
共
建
築
係
（
☎
23―

５
２
６
２
）

市
営
住
宅
係
（
☎
23―

５
２
６
３
）

■
淀
江
支
所
振
興
課
と
地
域
整
備
課
の

　

統
合

事
務
の
一
部
を
本
課
に
統
合
し
た
こ
と

に
伴
い
、「
振
興
課
」
と
「
地
域
整
備
課
」

を
統
合
し
、「
地
域
振
興
課
」
と
し
ま

し
た
。

地
域
振
興
課（
場
所
：
淀
江
支
所
１
階
）

総
務
係
（
☎
56―

３
１
１
２
）

事
業
係
（
☎
56―

３
１
６
５
）

経
済
係
（
☎
56―

３
１
６
４
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局
庶
務
課
の
名
称

　

変
更

事
務
局
の
管
理
部
門
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
た
め
、「
庶
務
課
」
を
「
教

育
総
務
課
」
に
、
同
課
の
「
庶
務
係
」

を
「
総
務
係
」
に
改
め
ま
し
た
。

教
育
総
務
課　

（
場
所
：
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
）

総
務
係
（
☎
23―
５
４
２
１
）

管
理
係
（
☎
23―

５
４
２
２
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局
淀
江
分
室
の

　

廃
止

事
務
の
全
部
を
本
課
に
統
合
し
た
こ

と
に
伴
い
、「
淀
江
分
室
」
を
廃
止

し
ま
し
た
。

事
務
室
変
更
の
お
知
ら
せ

広
報
よ
な
ご
３
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
事
務
室
の

一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。

◆
環
境
下
水
道
部
環
境
政
策
課

等
の
事
務
室
の
移
転

市
役
所
本
庁
舎
１
階
西
側
に
配

置
し
て
い
ま
し
た
「
環
境
政
策

課
」
と
「
環
境
下
水
道
部
長
」

の
事
務
室
を
市
役
所
旧
庁
舎
１

階
（
山
陰
歴
史
館
裏
）
に
移
転

し
ま
し
た
。

◆
福
祉
保
健
部
障
が
い
者
支
援

課
の
事
務
室
の
配
置
替
え

市
役
所
本
庁
舎
１
階
東
側
に
配

置
し
て
い
ま
し
た
「
障
が
い
者

支
援
課
」
の
事
務
室
を
１
階
西

側
（
国
道
９
号
側
）
に
配
置
替

え
し
ま
し
た
。

４月１日に行政機構改正
淀江支所と教育委員会事務局淀江分室の在り方の見直しに
伴い、また、更なる税収納対策の強化、老人保健制度の後
期高齢者医療制度移行への対応などを図るため、行政機構
の一部を改正しました。

■問い合わせ　行政経営課（☎２３－５３０７）



事務事業評価制度の目的
①成果重視の行政運営システムへの変革
②限られた財源の有効活用
③市民への説明責任の質的向上
④職員の意識改革

事務事業評価の結果を
お知らせします

米
子
市
で
は
行
政
改
革
の
取
組
の
一
環
と

し
て
、
平
成
15
年
度
か
ら
事
務
事
業
評
価
制

度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、行
政
の
活
動
を
大
き
く
「
政

策
」、「
施
策
」、「
事
務
事
業
」
の
３
つ
の
階

層
に
分
類
し
、
そ
の
う
ち
の
「
事
務
事
業
」

を
対
象
に
毎
年
度
評
価
を
行
な
う
も
の
で
あ

り
、「
Ｐプ

ラ

ン

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）―

Ｄド
ゥ
ーＯ

（
実
施
）

―

Ｃチ

ェ

ッ

ク

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）―

Ａア

ク

シ

ョ

ン

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

（
改
善
）」
と
い
う
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ

ク
ル
の
中
の
「
Ｃチ

ェ

ッ

ク

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）」
に

あ
た
り
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
に
よ
り
、
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
機
能
さ

せ
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の
具
体
的
な
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
20
年
度
に
行

な
う
予
定
の
す
べ
て
の
事
務
事
業

の
う
ち
、
３
４
５
本
の
事
前
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

評
価
は
、各
担
当
課
に
よ
る
「
１

次
評
価
」
と
、
副
市
長
と
各
部
長

等
で
構
成
す
る
事
務
事
業
評
価
委

員
会
に
よ
る
「
２
次
評
価
」
の
２

段
階
で
評
価
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
※
水
道
事
業
の
２
次
評
価
は
、
水

道
局
長
が
行
な
い
ま
し
た
。）

そ
の
う
ち
、
平
成
19
年
度
以
前

か
ら
の
「
継
続
事
務
事
業
」
は

２
９
０
本
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
１
９
６
本

は
「
現
状
維
持
」
が
適
当
で
あ
り
、

94
本
に
つ
い
て
は
「
見
直
し
」
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施

予
定
の
55
本
の
「
新
規
事
務
事
業
」

に
つ
い
て
、
49
本
は
「
実
施
」
が

適
当
で
あ
り
、
２
本
に
つ
い
て
は

「
再
検
討
」
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
務
事
業
評
価
の
結
果
は
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
制
度
の
内
容
や
評
価

結
果
の
詳
細
は
、「
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
や
総
合
政
策
課
の
窓
口
で

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課
（
☎
23―

５
３
５
５
）

平
成
19
年
度
の
評
価
結
果
は
…

◆継続事務事業（290本）◆

現状維持
見 直 し

充実・拡大 効率化・改善 統合・縮小 廃止・休止

評価本数（本） 196 46 40 ４ ４

割 合（％） 67.5 15.9 13.8 1.4 1.4

◆新規事務事業（55本）◆
実 施 条件付実施 再検討

評価本数（本） 49 ４ ２
割 合（％） 89.1 7.3 3.6



平成19年度　米子市体育協会スポーツ表彰
平成19年度米子市体育協会スポーツ表彰式が、２月２日に文化ホールで開かれました。
この表彰は、永年スポーツの普及に尽くされた人や選手の育成強化に努められた指導者、または平成19年度中に優秀な
成績を収められた選手・団体に贈られるものです。今回受賞された方、団体をご紹介します。 ( 順不同・敬称略 )

　スポーツ奨励賞 ( 個人・中学生 )
陸 上　中村　彩香
体 操　岩永　実佑
ボ ー ト　池口　　開、石畑祥太郎
水 泳　油井　　霞、嘉本　鈴子、重親志穂美、高橋　利明
　　　　　　　　野島　将至、藤岡　大貴
少 林 寺 拳 法　池口　龍仁、田中　紀行、安井　悠一
空 手　香川　莉穂

　スポーツ奨励賞 ( 個人・高校生・大学生 )
陸 上　森　　智広、浦冨明日香
卓 球　黒見　晃平
バドミントン　下田　　諒、下田　泰樹
テ ニ ス　石田　　了、中原　　弘
剣 道　生田　朗子
弓 道　今吉　典子、後藤　寛之、竹井　大祐
水 泳　米村　　允、川井　歩美、伹見龍太郎、武良　優輝
　　　　　　　　山田　翔平
少 林 寺 拳 法　持原　弘幸、持原　正明
空 手　森永　梨慧、湯浅恵梨香

　スポーツ奨励賞 ( 個人・一般 )
卓 球　石橋　和美、林　　由子
ソフトテニス　森本　　勲、福田　寛巳、安達　和紀、木下　美江
　　　　　　　　須藤　　繁、青砥　三幸、福田さとみ、秋葉　　泉
　　　　　　　　原口　陽子、野口　正子、砂口　　賢、公本　英夫
　　　　　　　　佐田　紀子、野口須磨子、小谷由美子、生田　敬子
　　　　　　　　末次　昌樹、西村　和文
弓 道　中村ルミ子
水 泳　板垣　信哉
銃 剣 道　上井　周平
少 林 寺 拳 法　遠藤　孝史、池口　美香、小森　貴子、海老名洋一

　スポーツ奨励賞 (団体 )
陸 上　住吉小学校女子400ｍリレーチーム
　　　　　　　　住吉小学校男子400ｍリレーチーム
　　　　　　　　加茂小学校男子400ｍリレーチーム
　　　　　　　　米子工業高等専門学校陸上部

　　　　　　　　　　　男子４×400ｍリレーチーム
　　　　　　　　米子工業高等専門学校陸上部

　　　　　　　　　　　男子４×100ｍリレーチーム
野 球　福生東スポーツ少年団
バレーボール　北斗中学校バレーボール部　JV☆ＭＩＨＯ
卓 球　原田卓球、米子工業高等専門学校卓球部
バスケットボール　米子工業高等専門学校バスケットボール部
バドミントン　米子市Ａチーム
　　　　　　　　後藤ヶ丘中学校女子バドミントン部
　　　　　　　　米子工業高等専門学校バドミントン部
ソフトテニス　米子工業高等専門学校ソフトテニス部男子
弓 道　鳥取大学医学部弓道部
水 泳　湊山中学校水泳部男子
　　　　　　　　日本代表（４×25ｍフリーリレーチーム）
　　　　　　　　湊山中学校水泳部男子400ｍメドレーリレーチーム
　　　　　　　　米子工業高等専門学校水泳部

男子400ｍメドレーリレーチーム
ラ グ ビ ー　米子工業高等専門学校ラグビーフットボール部
　　　　　　　　米子ビッグマウンテン
銃 剣 道　第１中隊Ａチーム
少 林 寺 拳 法　米子少林寺拳法協会鳥取淀江支部
　　　　　　　　米子少林寺拳法協会米子西支部
ゲートボール　なるみ
バウンスボール　米子マスターズ、米子フリースタイル

　体育功労賞
陸 上　石黒　一夫　　　　剣 道　佐伯　友茂
ソフトボール　中原　祥雄　　　　太 極 拳　安達　佳恵

　優秀指導者賞
陸 上　今井　信也　　　　バスケットボール　陶山　俊二
ソフトボール　福田　敦子

　スポーツ特別賞 ( 個人 )
水 泳　宮本幸太郎

　スポーツ賞 ( 個人 )
陸 上　山田　莉己、角　　佳樹、遠藤　　俊、市原　虹児
卓 球　藤山　智史、河野　芙雅、大畑　諒輔
バドミントン　小松原竜弥、関　　　樹、畑　由衣香、山住　翔大
　　　　　　　　藤原　悠人、森田　慎司、松本健太朗、末吉　志織
　　　　　　　　森山理恵子、今若　朋美、瀬川　友紀、黒田こずゑ
　　　　　　　　田中　良亮、林谷　悠貴
テ ニ ス　瀨田　　梢
弓 道　本田　洋平、山中　志郎
ボ ー ト　坂田　　唯、野坂　有希、渡邉　裕美、福島慎一朗
　　　　　　　　増田　夏生
水 泳　岡田　朋哲、金本　太一、篠田　亮子、安永　元樹
　　　　　　　　村尾　太一
ス ケ ー ト　齋藤　　舞
空 手　大東　修治
ヨ ッ ト　木下　　瑞    
アーチェリー　山根　大地、尾村　直哉

　スポーツ賞 ( 団体 )
陸 上　ＴＦ米子チーム
バレーボール　鳥取県聴覚障害者バレーボールクラブ
サ ッ カ ー　後藤ヶ丘中学校サッカー部
剣 道　米子工業高等専門学校女子剣道部
ソフトボール　淀江中学校男子ソフトボール部
　　　　　　　　米子松蔭高等学校女子ソフトボール部
弓 道　米子西高等学校弓道部女子
ボ ー ト　鳥取県選抜、米子南高等学校ボート部
空 手　米子北高等学校空手道部女子
　　　　　　　　米子北高等学校空手道部男子
アーチェリー　鳥取県選抜（アーチェリー競技少年男子）
ハンドボール　米子工業高等専門学校ハンドボール部
フェンシング　米子南高等学校フェンシング部

　スポーツ奨励賞 ( 個人・小学生以下 )
陸 上　山本　朝陽、福岡　喜八、山本　由菜、坂本　佳世
　　　　　　　　大野　夏実、清水　咲良、井上　裕希
卓 球　備本　　将、貝谷　　光、浦上　真衣
体 操　佐野　雄大、重高　愛莉、岩崎　真季、瀬尾　恵美
　　　　　　　　塩澤　穂香、永見千佳子、辰巳　千真、梶野愛理菜
　　　　　　　　小田原　裕
水 泳　林　　映里、河津　優平、山口　剛史、今村　瞭斗
　　　　　　　　田村　隆吉、武良　竜也、森田　悟史、二宮　涼太
　　　　　　　　田村　亮太、吉岡　利基、大森　陽太、後藤　博志
　　　　　　　　中野　双葉、妹川実奈穂、前田　理沙、片桐　晴子
　　　　　　　　加納　怜奈、相見　京香、富田　莉穂、長尾悠太郎
　　　　　　　　宇田恵理子、國野　菜月
少 林 寺 拳 法　森安　勇仁、谷野　聖和、谷野　聖幸、山中　竜也
　　　　　　　　本田　昂広、勝部　　樹、松林　拓己、政木　卓巳
　　　　　　　　海老名隼汰、松本　奈々、生村　真也、本田　航太
空 手　林原　冴莉、荒生　風花、宮本　孝輝、椿　晋之介
　　　　　　　　山本　幸成、伊坂　夏希、坂東　藍果、中西　玲雄
な ぎ な た　加藤　千晶、橋本　美帆



Ｑ
．

自
治
基
本
条
例
＝
ま
ち
の
憲
法
？

２
０
０
０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
地
方
分
権
は
、
明
治
維
新
、
戦
後

改
革
に
つ
づ
く
「
第
３
の
改
革
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
国
↓

県
↓
市
↓
市
民
」
と
い
う
関
係
か
ら
、

「
国

⇔

県

⇔

市

⇔

市
民
」
の
並
列
的
な

関
係
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

第
３
の
改
革
に
よ
り
、
自
治
体
（
市

役
所
だ
け
で
な
く
、
議
会
、
市
民
を

含
む
広
い
意
味
）
の
役
割
と
責
任
が

増
し
、
各
自
治
体
の
自
己
決
定
・
自

己
責
任
の
下
、
地
域
の
特
性
を
い
か

し
た
自
立
し
た
自
治
体
経
営
、
す
な

わ
ち
本
当
の
意
味
で
の
「
自
治
」
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

全
国
統
一
的
な
「
自
治
」
に
関
す
る

法
律
だ
け
で
は
、
千
差
万
別
な
地
域

の
実
情
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
第
１
の
改
革
（
明
治
維
新
）

の
延
長
線
で
明
治
憲
法
が
つ
く
ら
れ
、

第
２
の
改
革
（
戦
後
改
革
）
の
中
で

日
本
国
憲
法
が
つ
く
ら
れ
た
よ
う
に
、

第
３
の
改
革
（
地
方
分
権
）
で
は
「
米

子
市
と
い
う
自
治
体
が
、
ど
う
い
う

ル
ー
ル
に
従
っ
て
市
政
を
運
営
す
る

か
」、「
市
役
所
、
議
会
、
市
民
が
そ
れ

ぞ
れ
ど
う
い
う
役
割
を
す
る
か
」
な

ど
を
定
め
た
「
自
治
体
に
お
い
て
憲

法
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
条
例
」
＝

「
自
治
基
本
条
例
」
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

日
本
国
憲
法
が
国
の
「
最
高
法
規
」

で
あ
る
の
に
対
し
、「
自
治
基
本
条
例
」

と
「
他
の
条
例
・
規
則
」
と
の
間
に

は
上
下
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

治
基
本
条
例
の
制
定
目
的
な
ど
を
考

え
る
と
、「
今
あ
る
条
例
・
規
則
」
と

「
こ
れ
か
ら
制
定
さ
れ
る
条
例
・
規
則
」

は
、
自
治
基
本
条
例
に
則
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
前
説
明
会
を
受
け
付
け
ま
す
！

「
自
治
基
本
条
例
や
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に

く
わ
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
域
へ
の
出
前
説
明
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
協
働
推
進
課
ま
で

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
部
協
働
推
進
課

☎
23―
５
３
７
１
、５
３
７
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
23―
５
３
５
４

Ｅ
メ
ー
ル

kyoudou@
yonago-city.jp

シ
リ
ー
ズ
で
、「
自
治
基
本
条
例
っ
て
何
？
な
ぜ
必
要

な
の
？
」
な
ど
、
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
疑
問
に

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お
答
え
す
る
第
２
弾
で
す
。

前
回
は
、「
自
治
基
本
条
例
と
は
何
な
の
か
、
ど
う
し

て
必
要
な
の
か
」
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
は
「
ま
ち
の
憲
法
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
こ
と
を
少
し
お
話

し
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
相
互
利
用
を

進
め
て
い
ま
す

　

中
海
市
長
会
（
米
子
市
・
境
港
市
・

松
江
市
・
安
来
市
）
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
交
流
・
連
携
の
促
進
と
、
圏
域

の
一
体
感
を
高
め
る
た
め
、
公
共
施
設

の
相
互
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
対
象
と
な
る
他
市

の
施
設
（
体
育
施
設
・
文
化
施
設
）
を

利
用
す
る
場
合
に
、
そ
こ
の
市
民
の
方

と
同
一
の
料
金
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

く
わ
し
い
対
象
施
設
に
つ
い
て
は
、

各
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
松
江
市
役
所
政
策
企
画
課
（
中

海
市
長
会
事
務
局
☎
０
８
５
２―

55―

５
５
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



商
店
街
の
空
き
店
舗
で
商
売
を
始

め
る
方
に
助
成
し
ま
す

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
商
売
を
始
め

よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
、
店

舗
改
装
費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
受
付
は
、
４
月

30
日
㈬
ま
で
で
す
。
お
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
店
舗

　

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
空
き
店
舗

▼
対
象
者　

商
業
を
営
ん
で
い
る
方
な
ど

　
（
空
き
店
舗
の
所
有
者
は
除
き
ま
す
。）

▼
対
象
と
な
る
も
の

　

店
舗
改
装
費
、
備
品
購
入
費
、
広
告
宣
伝
費

▼
補
助
金
額　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

　
（
上
限
50
万
円
）

※
市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合
、
補
助
制
度
の

利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
者
多
数
の
場
合
、
補
助
金
額
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
課
（
☎
23―

５
２
１
９
）

国
民
健
康
保
険
証
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
か
？

４
月
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
く
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
を
安
全
・
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
、
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
配
達
記

録
郵
便
で
送
付
し
ま
し
た
。
新
し
い
保
険
証

が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
、
期
限
切
れ
の

古
い
保
険
証
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
保
険

年
金
課
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

国
民
健
康
保
険
料
所
得
申
告
書
を

提
出
さ
れ
ま
し
た
か
？

国
民
健
康
保
険
料
所
得
申
告
書
の
提
出
は
、

国
民
健
康
保
険
料
を
適
正
に
算
定
す
る
た
め

に
必
要
で
す
。
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
証
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
４
月

15
日
ま
で
に
市
役
所
保
険
年
金
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　
（
☎
23―

５
１
２
１
、５
１
２
２
）

国民年金についてのお知らせ
●国民年金保険料の金額が変わります
平成20年４月から平成21年３月まで
の国民年金保険料は月 310円引き上げ
られ、月額 14,410円となります。口
座振替や前納にすると割引となる制度
もありますので社会保険事務所にご相
談ください。
●こんなときは、市役所の国民年金窓
口に必ず届出をしてください
・20歳になったとき
（厚生年金・共済組合の加入者を除く）
・会社を退職したとき
・配偶者の扶養からはずれたとき
・市外から転入したとき
（厚生年金・共済組合の加入者を除く）
●学生納付特例制度の申請をお忘れなく
20歳で国民年金に加入された学生の方
や、今年の３月まで「学生納付特例制
度」が承認されている学生の方で、引
き続き制度を利用希望の方は、新たに
20年度の申請が必要です。社会保険庁
から、継続申請用のはがきが届いてい
る方は、必要事項を記入して送付して
ください。
　はがきの来ない方や、学校を変えら
れた方は、４月以降の在学証明書（コ
ピー不可）または学生証（コピー可）
を添付し市役所年金窓口で申請してく
ださい。
■問い合わせ
　市役所保険年金課年金係
　（☎２３－５１４２）
　米子社会保険事務所
　（☎３４－６１１１）

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
の
平
成
20
年
度
参
加

組
織
を
募
集
し
ま
す

「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」は
、

農
地
や
水
、
環
境
の
良
好
な
保
全
と
そ
の

質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
農
林
水
産
省
の
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
農
業
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
・
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
関
係
団

体
な
ど
が
幅
広
く
参
加
す
る
活
動
組
織
を

新
た
に
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
保
全
活
動
に
加
え

て
、
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
よ
う
な
き
め

細
か
な
手
入
れ
や
農
村
の
自
然
や
景
観
な

ど
を
守
る
「
地
域
共
同
活
動
」、
ま
た
、
減

農
薬
な
ど
の
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
に
向

け
た
地
域
で
の
取
組
を
、
国
・
県
・
市
町

村
が
応
援
し
ま
す
。

事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
業
振
興
地

域
・
農
用
地
区
域
内
に
限
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
地
域
か
ど
う
か
は
、
農
林
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

こ
の
事
業
は
、
当
初
、
平
成
19
年
度
の
み

募
集
の
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
国
か

ら
、
平
成
20
年
度
も
募
集
す
る
と
い
う
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
か
ら
事

業
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
組
織
は
、
農

林
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課
農
林
振
興
係
（
☎
23―

５
２
３
２
）

戸
籍
や
住
民
票
等
の
請

求
に
は
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
法
と
戸
籍
法
の
改

正
に
よ
り
、
５
月
か
ら
次
の
場
合

に
は
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
戸
籍
ま
た
は
戸
籍
の
附
票
の
ご

請
求
で
、

本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
実
父
母
・

祖
父
母
・
子
・
孫
な
ど
の
直
系
以

外
の
方
が
ご
請
求
さ
れ
る
場
合

②
住
民
票
の
ご
請
求
で
、

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
員

以
外
の
方
が
ご
請
求
さ
れ
る
場
合

③
住
民
異
動
届
（
転
出
、
転
入
、

転
居
等
）
の
届
出
で
、

本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世
帯
員

以
外
の
方
が
届
出
を
さ
れ
る
場
合

※
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
窓
口
係

（
☎
23―

５
１
４
４
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



　

米
子
市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
新

１
年
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
人
権
教
育

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
啓

発
資
料
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
毎
年
入
学
時
に

配
布
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、

「
人
権
」
を
次
の

３
つ
の
言
葉
で

イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。

安
心

て
を
つ
な
い
だ
と
き

だ
き
し
め
ら
れ
た
と
き

「
あ
り
が
と
う
」
っ
て 

い
わ
れ
た
と
き

や
さ
し
い
こ
と
ば
が
か
え
っ
て
き
た
と
き

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ
と
き

と
も
だ
ち
が
で
き
た
と
き

自
信

じ
ぶ
ん
の
な
ま
え
が
か
け
た
と
き

「
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
い
わ
れ
た
と
き

さ
か
あ
が
り
が
で
き
た
と
き

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が

こ
こ
ろ
か
ら
い
え
た
と
き

み
ん
な
の
ま
え
では

っ
ぴ
ょ
う
で
き
た
と
き

自
由

こ
こ
ろ
が
は
ず
む
と
き

い
ろ
い
ろ
え
ら
べ
る
と
き

じ
ぶ
ん
の
い
け
ん
が 

い
え
る
と
き

す
き
な
ひ
と
と 

す
き
な
と
き
に

お
な
じ
じ
か
ん
を 

す
ご
せ
る
と
き

　米子市美術館では、開館当初から近・現代版画コレクションの充実に力をそそ

いでおり、収蔵品の大きな柱の一つとして位置付けてきました。平成13年度には、

二代歌川広重の代表作《東都三十六景》をすべてそろった形で寄贈いただき、現

在 313点の版画作品を収蔵しています。

　本シリーズは、四季折々の彩りを添えた江戸の名所がそこで暮らす人びとの何

気ない生活模様とともに叙情的に描かれた目次と 36枚の図絵からなる連作浮世

絵風景版画の揃
そろいもの

物です。その一つ《下谷広小路》は、斜線により激しく降る雨脚

を見事に表現した雨景の名作で、風雨の中、傘をさして歩いていく 2人の女性の

姿が、まるで時を止めたかのように切り取られています。前景を極端に大きくと

らえた大胆な構図は本作の遠近に深みを与え、見る者の視線を自然と近景から遠

景に導く効果をもたらしています。

　この作品は、5月 3日（土・祝）～ 6月 1日（日）まで開催の常設展Ⅰ「山

陰三十六景＆東都三十六景」でご覧いただけます。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
今
、
子
ど
も
た
ち
に
、

ま
た
、
私
た
ち
に
保
障
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
私
た
ち
は
誰
も
が
み
な
、安
心
し
て
、

自
信
を
も
っ
て
、
自
由
に
生
き
る
人
権
を

持
っ
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
の
解
決
を
目
的

と
し
て
半
世
紀
前
に
始
ま
っ
た
同
和
教
育
の

取
組
の
中
か
ら
、
障
が
い
者
、
外
国
人
、
女

性
、
子
ど
も
な
ど
を
取
り
巻
く
人
権
問
題
に

も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
・
特
別

支
援
学
校
で
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
人
権
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
基
盤
と
な
る
の
が
「
仲
間
づ

く
り
」
で
す
。
仲
間
づ
く
り
は
、単
な
る
「
仲

良
し
づ
く
り
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い

の
違
い
を
認
め
合
い
尊
重
す
る
気
持
ち
を
育

て
、さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
い
じ
め
を
許
さ
ず
、

き
然
と
し
た
態
度
で
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る

集
団
を
つ
く
る
こ
と
が
、
本
当
の
仲
間
づ
く

り
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。　

　

人
権
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
、
決

し
て
誰
か
の
た
め
に
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
権
を
守
り
、
差
別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
は
、
自
分
の
人
権
を
守
り
、
自
分
を

含
む
す
べ
て
の
人
が
差
別
さ
れ
な
い
世
の
中

を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
人
権
政
策
課

　
（
☎
23―

５
４
１
５
）



　

行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

１
日
㈫
、
21
日
㈪

　
　
　
　

５
月
７
日
㈬

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23―

５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈭
、
５
月
12
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23―

５
４
１
５
）

　

農
地
相
談

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

と

き　

17
日
㈭

●
市
役
所
本
庁
４
０
１
会
議
室（
４
階
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
淀
江
支
所

　

午
後
２
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
☎
23―

５
２
７
７
）

　

灯
油
を
下
水
道
に
流
さ
な
い
で

暖
か
く
な
り
、
暖
房
器
具
を
し
ま
う
季

節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

灯
油
な
ど
が
下
水
道
に
流
れ
る
と
爆
発

事
故
や
火
災
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な

り
、
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
下
水
道

管
の
損
傷
や
下
水
処
理
場
の
機
能
が
低

下
し
ま
す
の
で
、
絶
対
に
流
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

万
が
一
、
誤
っ
て
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
環
境
下
水
道
部

下
水
道
整
備
課
（
☎
34―

１
３
８
７
）

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

水
道
の
使
用
量
を
測
る
水
道
メ
ー
タ
ー

は
、
計
量
法
に
基
づ
き
定
期
的
に
取
り

替
え
て
い
ま
す
。
５
月
か
ら
、
米
子
市

で
約
７
９
０
０
世
帯
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
取
り
替
え
る
予
定
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
替
作
業
で
宅
地
内
に
立
ち
入
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
不
在
時
は
、
取
替
え
済
み
の
お
知
ら

せ
を
郵
便
受
け
な
ど
に
入
れ
ま
す
。

※
取
替
え
後
、
一
時
的
に
空
気
や
濁

り
水
な
ど
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
水
を
少
し
流
し
て
い
た
だ
く
な
ど

気
を
つ
け
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
取
替
作
業
は
、
水
道
局
が
指
定
し
た

工
事
事
業
者
が
行
な
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
局
営
業
課
（
☎
32―

６
１
１
１
）

　

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）

　

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の
方
に
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
利

用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持

ち
の
方
。
た
だ
し
、
平
成
19
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方
を

除
き
ま
す
。

助
成
金
額

１
回
の
タ
ク
シ
ー
利
用
に
つ
き
、
そ
の

初
乗
り
料
金
部
分
の
う
ち
手
帳
提
示
に

よ
っ
て
１
割
引
を
受
け
た
後
の
額
を
利

用
券
で
助
成
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
枚
数

１
人
１
か
月
に
つ
き
３
枚
発
行

※
申
請
に
は
手
帳
と
印
鑑
が
必
要
で

す
。

交
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課

（
☎
23―

５
１
５
３
）

淀
江
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
56―

３
１
１
３
）

　

春
の
市
内
一
斉
清
掃

４
月
20
日
㈰

春
の
市
内
一

斉
清
掃
で
す
。

私
た
ち
が
住

む
ま
ち
の
道

路
や
河
川
、

公
共
用
排
水

路
な
ど
を
き

れ
い
に
し
、

快
適
で
住
み

よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
が
地
区
に
よ
っ
て
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
、

各
地
区
の
「
環
境
を
よ
く
す
る
会
」

か
、
米
子
市
環
境
政
策
課
（
☎
23―

５
２
５
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



　

非
常
勤
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

学
校
支
援
員
・
10
人

職
務
内
容

市
立
の
小
学
校
、
中
学
校
で
、
教
師
と

一
緒
に
授
業
に
出
て
、
支
援
の
必
要
な

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
学
習
指
導
や
生

活
介
助
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

試
験
日　

30
日
㈬

※
試
験
科
目
・
会
場
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
５
月
９
日

申
込
受
付
期
間　

７
日
㈪
〜
25
日
㈮

※
く
わ
し
く
は
、４
月
２
日
以
降
に「
米

子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
☎
23―

５
４
３
２
）

　

学
校
図
書
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

学
校
図
書
職
員
・
９
人

職
務
内
容

市
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
養
護
学
校

で
、
図
書
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

図
書
館
の
司
書
資
格
を
有
す
る
方
（
平

成
20
年
５
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方
を
含
む
）
ま
た
は
、
図
書
館
な
ど

で
図
書
業
務
に
３
年
以
上
従
事
し
た
経

験
の
あ
る
方

試
験
日
・
科
目

26
日
㈯
・
教
養
、
面
接

試
験
会
場　

市
役
所
４
０
１
会
議
室

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
６
月
２
日

申
込
期
間　

３
日
㈭
〜
17
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問

い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
（
☎
23―

５
４
２
１
）

　

自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
予
備
自
衛
官
補

　

受
付
期
間

　

４
月
14
日
㈪
ま
で

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈫
〜
５
月
11
日
㈰

く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
西
福
原
３
丁
目
☎
33―

２
４
４
０
）

か
市
役
所
総
務
管
財
課
（
☎
23―

５
３
３
１
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

絵
画
教
室
生
徒
募
集

と

き　

５
月
10
日
㈯
、
７
月
12
日
㈯

　
　
　
　

９
月
13
日
㈯
、
11
月
８
日
㈯

　
　
　
　

１
月
10
日
㈯
、
３
月
14
日
㈯

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
　
　
　
（
皆
生
三
丁
目
）

定　

員　

10
人
（
中
学
生
以
上
で
、
障

が
い
の
あ
る
方
優
先
）

講

師　

山
陰
新
協
美
術
会

　
　
　
　

八や

お尾
洋よ

う
い
ち一
さ
ん

受
講
料　

無
料（
画
材
等
実
費
負
担
有
）

募
集
期
間　

８
日
㈫
〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

（
☎
23―

０
６
９
９
）

　

韓
国
語
入
門
講
座

韓
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
韓
国
の
文

化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

５
月
８
日
〜
８
月
21
日

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

（
全
15
回
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

と
こ
ろ

市
役
所
旧
庁
舎
６
０
３
会
議
室
ほ
か

対

象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
こ
れ
か
ら
韓
国

語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
（
た

だ
し
、
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
韓
国

語
講
座
の
受
講
生
は
除
く
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

柳リ
ュ
ウ 

潤ユ
ン 

慶キ
ョ
ン

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
17
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話
受

付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23―

５
３
７
４
）

第５回
ぺらっと
ハングル・
スピーチコンテスト

３月２日（日）、市役所 401会議
室でスピーチコンテストを開催
しました。出場者は15人。今年
は初めて、小学生の参加もあり
ました。100人余りの来場者で
会場もうめつくされ、大いに盛
り上がりました。来年度も開催
の予定です。たくさんの皆さん
のご参加をお待ちしています。
■総合政策課（☎ 23-5374）
●最優秀賞　景山由美子　●優
秀賞　川内里美　藤原ゆかり　
本池美穂　●束草市賞　細木佳
織　●韓国文化院長賞　申　夏
奈　●奨励賞　亀井佳珠美　岸
田奈津子　佐々木美智子（敬称略）



　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

13
日
㈰
午
前
8
時
40
分
米
子
駅
集
合

（
９
時
２
分
発　

黒
坂
駅
下
車
）、
行
き

先
…
日
野
町
滝
山
公
園
（
行
程
約
８

㎞
）、
弁
当
持
参
、
往
復
運
賃
（
大
人

１
３
０
０
円
）、
解
散
予
定
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23―

５
４
２
６
）

　
「
童
謡
を
み
ん
な
で
う
た
う
会
」

　

参
加
者
募
集

▼
月
曜
コ
ー
ス

「
日
本
・
世
界
の
懐
か
し
い
歌
を
楽
し

く
歌
い
ま
す
」

毎
月
第
２
月
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
第
１
回
目
は
４
月
14
日
で
す
。

講

師　

村む
ら
お尾
義よ

し
は
る晴
さ
ん

参
加
料　

年
額
５
０
０ 

円

▼
木
曜
コ
ー
ス

「
懐
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
か
ら
新
し
い

童
謡
ま
で
歌
い
ま
す
」

毎
月
第
４
木
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
第
１
回
目
は
４
月
24
日
で
す
。

講

師　

古ふ
る
せ瀬
美み

ほ

こ

保
子
さ
ん
ほ
か

参
加
料　

年
額
５
０
０ 

円

▼
チ
ャ
イ
ル
ド
コ
ー
ス

「
小
さ
な
子
ど
も
の
た
め
の
う
た
を
歌

い
ま
す
」

毎
月
第
４
木
曜
日

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

※
第
１
回
目
は
４
月
24
日
で
す
。

講

師　

山や
ま
い
し石

ひ
ろ
子こ

さ
ん
ほ
か

参
加
料　

無
料

●
募
集
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月
末

●
参
加
対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
チ
ャ
イ

ル
ド
コ
ー
ス
は
保
護
者
同
伴
。

※
ご
希
望
の
コ
ー
ス
開
催
日
に
文
化

ホ
ー
ル
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
35―
４
１
７
１
）

　

ホ
ー
ル
３
館

　
「
ち
ょ
っ
と
ピ
ア
ノ
練
習
」

ピ
ア
ノ
の
練
習
希
望
者
を
対
象
に
、
低

料
金
で
大
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を
開
放

し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
名
器
で
「
ち
ょ
っ

と
ピ
ア
ノ
練
習
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
５
月
３
日
㈯　

公
会
堂

　
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ピ
ア
ノ
）

　

☎
22―

３
２
３
６

▼
５
月
４
日
㈰　

文
化
ホ
ー
ル

　
（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ピ
ア
ノ
）

　

☎
35―

４
１
７
１

▼
５
月
６
日
㈫　

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
・
ピ
ア
ノ
）

　

☎
39―

４
０
５
０

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
、

定
員
11
人
、
…
料
金
１
時
間
１
２
６
０

円
（
お
１
人
１
時
間
ま
で
）
で
す
。

●
受
付
は
３

日
㈭
午
前
９

時
か
ら
で
す
。

ご
希
望
の
各

施
設
へ
電
話

で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切

り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

〜
知
ろ
う
乳
が
ん　

守
ろ
う
い
の
ち
〜

と

き　

５
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
講
演

『
乳
が
ん
と
は
ど
ん
な
病
気
』

『
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
』

『
検
診
で
「
要
・
精
密
検
査
」

と
言
わ
れ
た
ら
』

講
師
…
放
射
線
科
医　

菅か
ん　

智と
も
こ子

さ
ん

　
　
　

乳
腺
外
科
医　

村む
ら
た田

陽よ
う
こ子

さ
ん

『
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
に
つ
い
て
』

講
師
…
放
射
線
技
師　

岸き
し
も
と本
夕ゆ

う
こ子
さ
ん

『
検
診
の
状
況
に
つ
い
て
』

講
師
…
米
子
市
健
康
対
策
課
保
健
師

▼
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

『
宮
崎
ま
す
み　

乳
が
ん
を
語
る
』

ゲ
ス
ト
…
宮
崎
ま
す
み
さ
ん

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診

30
歳
以
上
で
、
鳥
取
県
内
在
住
の
方
に

限
り
ま
す
。
料
金
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
28―

７
０
８
１
）

　
「
日
本
感
染
症
学
会
」
市
民
講
座

と

き　

18
日
㈮

　
　
　
　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

と
こ
ろ　

島
根
県
民
会
館　

中
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
松
江
市
）
入
場
無
料
で
す

▼
講
演

『
高
齢
者
の
肺
炎
と
そ
の
予
防
』

講
師
…
琉
球
大
学　

教
授

　
　
　

藤ふ
じ
た田
次じ

ろ
う郎
さ
ん

『
小
児
感
染
症
の
症
状
の
特
徴
』

講
師
…
出
雲
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

泉い
ず
み　

信の
ぶ
お夫
さ
ん

『
ア
メ
リ
カ
の
感
染
症
事
情
』

講
師
…
亀
田
総
合
病
院

　
　
　

岩い
わ
た田

健け
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん

問
い
合
わ
せ

島
根
大
微
生
物
学
教
授
・
冨と

み
お
か
は
る
あ
き

岡
治
明
さ
ん

（
☎
０
８
５
３―

20―

２
１
４
７
）



　

米
子
桜
ま
つ
り

米
子
市
の
桜
の
名
所
「
湊
山
公
園
」
で

は
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
約
４
５
０

本
も
の
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

期
間
中
は
、
午
後
６
時
30
分
〜
10
時

30
分
の
間
、
大
小
の
ボ
ン
ボ
リ
に
明

か
り
を
灯
し
、
夜
桜
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

12
日
㈯
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
こ
ど
も
の
ど
自
慢
大
会
、
米

子
下
町
ク
イ
ズ
、「
グ
ラ
イ
ダ
ー
」
の

バ
ン
ド
演
奏
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
。

と

き　

４
日
㈮
〜
13
日
㈰

※
桜
の
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

と
こ
ろ　

湊
山
公
園
（
西
町
）

※
仮
設
ゴ
ミ
箱
は

設
置
し
ま
せ
ん
の

で
、
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

米
子
市
観
光
協
会

（
☎
37―

２
３
１
１
）

　

加
茂
川
・
中
海
遊
覧
「
さ
く
ら
船
」

　

＆
下
町
散
策
＆
お
花
見
弁
当

●
加
茂
川
・
中
海
遊
覧
「
さ
く
ら
船
」

期
間
…
４
日
㈮
〜
13
日
㈰
、
料
金
…
大

人
１
０
０
０
円
・
小
人
５
０
０
円

※
12
日
㈯
は
、
３
０
０
円
増
で
「
下
町

散
策
」
を
セ
ッ
ト
。
申
込
締
切
10
日
㈭

●
お
花
見
弁
当

料
金
１
３
０
０
円
・
申
込
締
切
10
日
㈭

※
12
日
㈯
に
湊
山
公
園
で
受
け
渡
し
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

米
子
市
観
光
協
会
（
☎
37―

２
３
１
１
）

　

公
会
堂
虹
の
ひ
ろ
ば

　
「
花
の
宴え

ん

コ
ン
サ
ー
ト
」

春
風
や
わ
ら
ぎ
、
黄
金
色
の
ヤ
マ
ブ
キ

の
花
の
盛
り
の
頃
、
和
の
心
、
和
の
ひ

び
き
、
洋
の
心
、
洋
の
ひ
び
き
、
和
洋

合
奏
と
箏
の
か
な
で
る
音
色
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
曲
目
は
、「
春
の
海
」「
つ

る
の
お
ん
が
え
し（
箏
、尺
八
と
朗
読
）」

「
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
」他
。入
場
無
料
で
す
。

と

き　

23
日
㈬　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ　

公
会
堂　

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

出

演

生
田
流
箏
曲
青
韻
会

米
子
管
弦
楽
団
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

問
い
合
わ
せ

米
子
市
公
会
堂
（
☎
22―

３
２
３
６
）

　

む
き
ば
ん
だ
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
む
き
ば
ん
だ
遺
跡
新
緑
ま
つ
り

火
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
卑
弥
呼

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
古
代
食
な
ど

の
古
代
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
元
物
産
市

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
。

と

き　

29
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●
む
き
ば
ん
だ
弥
生
の
森
講
座
①

　
　
「
春
の
自
然
を
楽
し
も
う
」

里
山
の
春
を
歩
い
て
食
べ
て
感
じ
ま

し
ょ
う
。
参
加
無
料

と

き　

19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時
30
分

定

員　

30
人

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

申
込
期
間　

４
日
㈮
〜
14
日
㈪

●
「
第
１
回 

弥
生
の
国
邑

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

妻
木
晩
田
遺
跡
の
風
景
を
題
材
に
し
た

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

14
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈫

く
わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

事
務
所
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

（
☎
37―

４
０
０
０
）

http://w
w
w
.pref.tottori.lg.jp/

m
ukibanda/

「とりもどそう ! 美しい中海」をスローガンに、中海とその周辺の自然環境、中海
と人のふれあいを表現した写真を募集しています。
たくさんのご応募をお待ちしています。
◆応募規定
白黒またはカラープリントで、四つ切りまたはワイド四つ切り。（作品には必ず中
海を撮影、縦横不問、未発表のもの。）【一般の部】と【中学生の部】で募集して
います。なお、【中学生の部】に限り、１点のみ環境政策課でプリントします。
◆応募期限　５月12日（月）
◆応募先　環境政策課 (☎２３－５２５６)
◆賞　【一般の部】と【中学生の部】それぞれに、最優秀賞、優秀賞、入選。応募
者全員に記念品を贈呈します。作品は米子市児童文化センターなどに展示予定



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎

60 簡易耐火
２ 階 建 3DK 13,200～ 21,300 S46

84 簡易耐火
２ 階 建 3DK 13,200～ 21,200 S46

132 簡易耐火２ 階 建 3DK 14,000～ 22,100 S47

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がないこと。
■申込受付期間　１日（火）～９日（水）　土・日を除く。
■申込受付場所
建築住宅課（本庁舎２階）、淀江支所地域振興課
■申込みに必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの。
外国人の場合は、外国人登録法第４条第１項の登録を受けてい
ることを証明する書類）。その他、申込理由により添付書類が
必要となる場合があります。住宅申込書などは建築住宅課、淀
江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　15日（火）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　５月１日（木）
次回の市営住宅入居者募集期間は５月１日～ 13日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記公営住宅に
比べ収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円ま
での世帯が対象となります。特定公共賃貸住宅につい
てのお問い合わせは、随時受け付けています。

開発公社所有地を売払いします
次のとおり一般競争入札により公社所有地を売払いしま

すので、買受希望の方はご参加ください。

■売払物件の案内図

■売払物件　米子市皆生五丁目 149-1，149-5

　　　　　　合計面積　916.61 ㎡

■用途地域　第１種中高層住居専用地域

■現地説明日時・場所

　22日（火）午前10時・売払物件所在地

■入札日時・場所

　5月9日（金）午前10時・

　米子市役所　旧庁舎 605会議室

■注意事項

入札に参加される方は、入札当日、現金または銀行振

出小切手で、入札金額の 10％以上の入札保証金を納

付する必要があります。

その他の詳細は、入札心得書（開発公社にて交付）に

掲載しています。

■問い合わせ

　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をご持参ください。母子
健康手帳がないと受けられません。「予防接種と
子どもの健康」の冊子を読んできてください。体
温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日

H19年12月28日～H20年１月10日生 ４月10日（木）
H20年１月11日～１月24日生 ４月24日（木）
H20年１月25日～２月15日生 ５月15日（木）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種
を受けていない方も受けてください。
ツベルクリン（結核検査）はなくなりました。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
対　象　児 １回目 ２回目

H19年５月生 １回目の接種を受
けていない方は、下
記の日程で１回目、
２回目を受けてく
ださい。

４月９日（水）

H19年６月生 ５月14日（水）

H19年７月生 ６月11日（水）

H19年８月生 ４月23日（水） ６月24日（火）

７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。６週間以上の間隔をおいて２回飲みま
す。間隔は６週間以上であれば、いくら長くても
かまいません。

有

料

広

告

　

昨
年
春
に
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
大
規
模
な
流
行
が
あ
り
、
大
学

や
高
校
が
休
校
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
も
、
神
奈
川
県
な

ど
で
、
10
代
を
中
心
に
麻
し
ん
患

者
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
患
者
が
減
ら
な
け
れ
ば
、

昨
年
を
上
回
る
流
行
が
春
以
降
に

全
国
レ
ベ
ル
で
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
流
行
を
受
け
て
、
平
成
20

年
４
月
１
日
に
予
防
接
種
法
施
行

規
則
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
年

長
さ
ん
に
加
え
、
新
た
に
５
年
間

の
措
置
と
し
て
、
中
学
１
年
生
と

高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の

方
を
対
象
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予

防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

麻
し
ん
、
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
が
な
い
お
子
さ
ん
は
、
再

度
予
防
接
種
を
受
け
て
免
疫
を
つ

け
、
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
ま
た
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。　

　

過
去
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防

接
種
を
そ
れ
ぞ
れ

１
回
済
ま
さ
れ
た

お
子
さ
ん
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

年
長
さ
ん
・
中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
の
保
護
者
の
方
へ

麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
４
月
中
旬

ま
で
に
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
ご
案
内
を
個
別
通
知
し
ま
す

対
象
者

▼
年
長
さ
ん

（
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
15
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

▼
中
学
１
年
生

（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
高
校
３
年
生

（
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

受
け
方

委
託
医
療
機
関
に
個
人
で
予
約

し
て
か
ら
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
委
託
医
療
機
関
名
簿
は

個
人
通
知
に
同
封
予
定
で
す
。

接
種
期
間

４
月
１
日
〜
３
月
31
日

費
用　

無
料

「赤ちゃん訪問」はすべての家庭が対象になります！
米子市では、子育て中の方が安心して育児ができ、赤ちゃんが健やか
に成長できることを願い、生後４か月ごろまでの赤ちゃんがおられる
すべてのご家庭を訪問させていただくことになりました。
母子保健推進員（米子市が委託した助産師・保健師）または市保健師
が各家庭を訪問し、赤ちゃんの体重測定や健康状態の確認、育児や産
後の生活などの相談をお受けします。
＊出生届のときに提出された「赤ちゃん健康カード」をもとに、事前
に訪問の日時の連絡をいたします。
＊早目の訪問をご希望の方、そのほか、赤ちゃん訪問についてご不明
な点がありましたら、健康対策課までご連絡ください。



有

料

広

告

〜
受
診
票
の
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
〜

妊
娠
中
は
、
特
に
気
が
か
り
な
こ
と
が
な
く
て

も
身
体
に
は
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

貧
血
、
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
、
妊
娠
糖
尿
病
で

す
。健
康
診
査
で
胎
児
の
育
ち
ぐ
あ
い
や
、血
圧
、

尿
な
ど
の
状
態
を
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

妊
婦
一
般
健
康
診
査
公
費
助
成
回
数
の
変
更
に

よ
り
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
受
診
票
の
枚

数
が
こ
れ
ま
で
の
２
枚
（
多
胎
の
方
は
７
枚
）

か
ら
５
枚（
多
胎
の
方
は
10
枚
）に
変
わ
り
ま
す
。

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
妊
娠
届
を
さ
れ
た

方
に
は
、
追
加
で
受
診
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
妊
娠
中
に
転
入
さ

れ
た
方
は
健
康
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

妊
娠
し
た
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
し
、
妊
婦
健
康
診
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

男
性
元
気
ア
ッ
プ
教
室

男
性
も
積
極
的
に
台
所
に
立
ち
、
自
分
の
健
康

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
調
理
実
習
を
中
心
に
、

生
活
習
慣
病
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
も
深
め
る

教
室
で
す
。
仲
間
づ
く
り
も
で
き
ま
す
よ
！

◆
と
き　

５
月
14
日
㈬
〜

（
毎
月
１
回
で
全
８
回
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
３
階

◆
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
男
性

◆
募
集
人
数　

35
人

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
な
ど

◆
費
用　

４
０
０
円
程
度
（
材
料
費
）

◆
申
込
方
法　

18
日
㈮
ま
で
に
健
康
対
策
課
ま

で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
、
初
め
て
の
方
を
優
先
で
、

抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
、
４
月
下
旬
に
通
知
を

い
た
し
ま
す
。

い
き
い
き
健
康
ラ
イ
フ
教
室

生
活
習
慣
病
予
備
群
の
方
に
、
生
活
習
慣
病

予
防
に
欠
か
せ
な
い
運
動
の
習
慣
を
つ
け
て

い
た
だ
く
た
め
の
教
室
で
す
。
仲
間
と
励
ま

し
あ
っ
て
、
あ
な
た
自
身
が
続
け
て
い
け
る

運
動
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！

■
と
き　

５
月
19
日
、
６
月
９
日
・
30
日
、

　
　
　
　

７
月
14
日
・
28
日
、
８
月
18
日
、

　
　
　
　

９
月
１
日
・
22
日
、

　
　
　
　

10
月
６
日
・
20
日　
　
（
全
10
回
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
３
階

■
内
容

生
活
体
力
測
定
、
実
技
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ダ
ン
ベ
ル
・
チ
ュ
ー
ブ
体
操
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
）、
運
動
処
方
・
栄
養
処

方
、
講
義
な
ど

■
対
象

昨
年
度
の
基
本
健
康
診

査
・
国
保
人
間
ド
ッ
ク

の
結
果
が
、
高
脂
血
症
・

肥
満
・
高
血
圧
・
高
血
糖
の
要
指
導
だ
っ
た
、

40
歳
〜
概
ね
64
歳
の
方

■
募
集
人
員　

50
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
の
方
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
申
込
方
法　

21
日
㈪
ま
で
に
、
健
康
対
策

課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
ま
れ
た
方
に
、

後
日
く
わ
し
い
日
程
を

お
送
り
し
ま
す
。

妊
婦
一
般
健
康
診
査
公
費
助
成
回
数
が
５
回
に
な
り
ま
す

休
日
・
夜
間
の
急
患
診
療

米
子
市
で
は
休
日
・
夜
間
の
急
病
に
備
え
て
い

ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
先
生
が
不
在
の
場
合
な

ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
米
子
市
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

久
米
町
１
３
６
（
鳥
取
県
西
部
医
師
会
館
内
）

☎
34―

６
２
５
３

▼
診
療
日　

毎
日　

▼
診
療
時
間　

午
後
７
時
〜
午
後
10
時

た
だ
し
、
日
曜
、
祝
日
、
12
月
31
日
〜
１
月
３

日
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
。

■
鳥
取
県
西
部
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー

両
三
柳
１
０
４―

１

（
鳥
取
県
西
部
歯
科
医
師
会
館
内
）

☎
33―

３
８
６
４

▼
診
療
日　

日
曜
、
祝
日
、

　
　
　
　
　

８
月
13
日
〜
８
月
15
日
、

　
　
　
　
　

12
月
30
日
〜
１
月
３
日

▼
診
療
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時



◆
生
で
解
説
す
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
今
夜
見
え
る
星
空
と
星
座
物
語（
お

お
ぐ
ま
座･

北
斗
南
斗
物
語
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
大
人
３
０
０
円

◆
天
体
観
測
会
・
土
星
を
み
よ
う

26
日
㈯
午
後
７
時
30
分
〜

対
象
・
ど
な
た
で
も
可
、
20
組
。
無

料
。
12
日
㈯
か
ら
電
話
受
付
。
雨
の

場
合
は
星
の
話
を
し
ま
す
。

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

９
日
、
16
日
、
23
日
㈬
午
前
10
時
30

分
か
ら
は
０
〜
１
歳
半
、
11
時
10
分

か
ら
は
１
歳
以
上
対
象
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

13
日
㈰
午
前
11
時
〜
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
10
分
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。対
象
・

幼
児
か
ら
。

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

26
日
㈯
午
後
２
時
15
分
〜
３
時
、
絵

本
、
お
は
な
し
、
手
遊
び
な
ど
。
対

象
・
幼
児
か
ら
。

◆
さ
わ
っ
て
♪
ひ
い
て
♪
（
た
の
し

い
箏
ク
ラ
ブ
体
験
の
日
）

５
日
、
26
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時
、

対
象
・
幼
児
〜
大
人
。
当
日
自
由
参

加
、
無
料
。

◆
自
由
工
作
コ
ー
ナ
ー

12
日
㈯
か
ら
は「
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
」

も
作
れ
ま
す
。

◆
「
歌
い
残
し
た
い
日
本
の
歌
」

　

募
集
中

米
子
市
少
年
少
女

合
唱
団
の
講
師
の

方
々
や
保
護
者
会

の
協
力
に
よ
り
、

歌
い
残
し
た
い
日

本
の
童
謡
・
唱
歌

を
募
集
中
で
す
。
童
謡
・
唱
歌
を
２

曲
と
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
日
本

の
歌
１
曲
、
年
齢
、
性
別
を
書
い
て

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
35―

４
１
７
５
）
か
は
が

き
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
希
望
の
多

か
っ
た
歌
を
合
唱
団
が
定
期
演
奏
会

や
童
謡
講
座
な
ど
で
歌
い
ま
す
。

締
切
…
５
月
31
日
㈯

応
募
先
…
〒
６
８
３―

０
８
２
６

米
子
市
西
町
１
３
３　

米
子
市
児
童

文
化
セ
ン
タ
ー
「
日
本
の
歌
」
係

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

　
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

作
っ
て
遊
べ
る
工
作
、
昔
遊
び
や
わ

ら
べ
う
た
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
『
お
お
ぞ
ら
号
』
に
満
載
し
て

出
か
け
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

１
日
、
８
日
、

15
日
、
22
日
㈫
と
30
日
㈬

●
開
館
日
は
施
設
の
使
用
申
請
が
あ

れ
ば
有
料
で
午
後
10
時
ま
で
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

◆
自
然
観
察
会
「
春
の
米
子
水
鳥
公

園
ク
イ
ズ
大
会
！
」

26
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分
の
間
い
つ
で
も
・
申

込
不
要
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
集
合

※
園
内
10
か
所
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
。

得
点
別
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
か
わ
い
い
鳥

の
帽
子
を
作
ろ
う
！
」

26
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分
の
間
い
つ
で
も
・
申

込
不
要
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
会
場
…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

※
大
き
な
模
造
紙
で
、
す
っ
ぽ
り
か

ぶ
れ
る
鳥
の
帽
子
を
作
り
ま
す
。

◆
み
ど
り
の
日
記
念
企
画
「
水
鳥
公

園
一
周
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
」

５
月
４
日
㈰
午
前
９
時
半
〜
正
午
・

申
込
不
要
。
元
気
に
歩
け
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
水
鳥

公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
集
合

※
普
段
は
入
れ
な
い
野
鳥
の
聖
域
を

一
周
し
て
春
を
観
察
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
の
日
記
念
企
画
「
ど
ん
ど

ん
昇
る
鳥
の
お
も
ち
ゃ
作
り
」

５
月
５
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午
・
小

学
生
以
上
対
象
・
先
着
20
人
。
要
予

約
。
会
場
…
水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

※
二
本
の
ひ
も
を
交
互
に
引
っ
張
る

と
上
に
昇
っ
て
い
く
鳥
の
オ
モ
チ
ャ

を
作
り
ま
す
。
泣
く
子
も
黙
る
、
人

気
の
お
も
ち
ゃ
で
す
。

◆
愛
鳥
週
間
記
念
企
画
「
か
わ
い
い

鳥
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
ろ
う
！
」

５
月
10
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午
・
小

学
生
以
上
対
象
・
先
着
20
人
。
要
予

約
。
材
料
費
１
０
０
円
。
会
場
…
水

鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

※
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
と
固
ま
る
粘
土

で
、
お
気
に
入
り
の
鳥
を
か
わ
い
い

ブ
ロ
ー
チ
に
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

〜
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
３
０
０

円
が
必
要
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
４
月
〜
５
月
の
休
園
日

　

毎
週
火
曜
日
、
５
月
７
日
㈬

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

米
子
水
鳥
公
園

施設の催し



◆
第
５
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

安
田
彰
さ
ん
に
よ
る
筝
演
奏
会

５
月
23
日
㈮
午
後
７
時
30
分
〜
午
後

８
時
30
分
、参
加
費
５
０
０
円（
コ
ー

ヒ
ー
、
お
菓
子
つ
き
）、
定
員
65
人

※
前
売
券
が
必
要
で
す
。
当
日
券
な

し
。
前
売
券
は
９
日
か
ら
山
陰
歴
史

館
で
発
売
し
ま
す
。

◆
第
１
回「
ぐ
る
っ
と
３
館
め
ぐ
り
」

山
陰
歴
史
館
・
福
市
考
古
資
料
館
・

淀
江
歴
史
民
俗
資
料
館
を
バ
ス
で
め

ぐ
り
、
学
芸
員
に
よ
る
館
内
展
示
物

の
紹
介
と
最
寄
の
史
跡
め
ぐ
り
。

12
日
㈯
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
３
時

30
分
、
集
合
・
解
散
場
所
…
山
陰
歴

史
館
（
３
館
の
ほ
か
、「
お
楽
し
み

探
訪
地
」
を
当
日
発
表
し
ま
す
）、

参
加
費
１
０
０
０
円
（
バ
ス
代
・
保

険
代
・
資
料
代
、
小
学
生
は
５
０
０

円
、
未
就
学
児
は
無
料
）、
定
員
20

人※
歩
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
昼
食
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
な
ど
、
く

わ
し
く
は
山
陰
歴
史
館
ま
で
。

次
回
は
６
月
14
日
開
催
予
定
で
す
。

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

　
（
た
だ
し
29
日
は
開
館
）

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

◆
米
子
市
美
術
館
常
設
展
Ｉ

「
山
陰
三
十
六
景
＆
東
都
三
十
六
景
」

収
蔵
品
の
中
か
ら
、
平
成
17
年
度
に

修
理
修
復
し
た
二
代
歌
川
広
重
の

《
東
都
三
十
六
景
》
と
、
主
に
版
画
・

写
真
な
ど
に
よ
り
表
現
さ
れ
た
山
陰

の
風
景
36
点
を
併
せ
て
紹
介
。

▼
会
期　

５
月
３
日
㈯
〜
６
月
１
日

㈰ ﹇
水
曜
日
休
館
﹈

▼
観
覧
料　

一
般
３
１
０
円
、高
校
・

大
学
生
１
５
０
円

※
15
人
以
上
の
団
体
は
50
円
割
引

※
中
学
生
以
下
の
方
、
70
歳
以
上
の

方
、
障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者
１

人
含
む
）、米
子
市
美
術
館
後
援
会
々

員
の
方
は
無
料

▼
関
連
事
業

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
会
期
中
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
〜
）

◆
第
１
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ク
ー
ル

　
「
美
術
上
映
会
」

「
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン 

〜
私
は

贅
沢
が
好
き
〜
」、「
モ
デ
ィ
リ
ア
ー

ニ 

〜
瞳
の
な
い
肖
像
画
〜
」
の
２

本
を
上
映
し
ま
す
。

５
月
11
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
・
第
５
展
示
室
・
参
加
無
料
・
定

員
40
人
程
度
・
申
込
不
要

◆
平
成
20
年
度
米
子
市
美
術
展
覧
会

平
成
20
年
度
米
子
市
美
術
展
覧
会
を

６
月
13
日
㈮
〜
６
月
21
日
㈯
に
開
催

し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
出
品
・
ご

鑑
賞
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
出
品
部
門　

洋
画
・
日
本
画
・
書

道
・
写
真
・
工
芸
・
彫
刻

▼
出
品
資
格　

市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
、市
内
の
学
校
に
通
学
の
方
、

市
内
の
美
術
団
体
に
所
属
し
て
い
る

方
の
い
ず
れ
か
に
限
り
ま
す
。（
中

学
生
以
下
は
除
く
）

▼
搬
入
日　

６
月
８
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

◆
搬
入
場
所　

米
子
市
美
術
館

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

◆
つ
つ
じ
読
書
会

５
月
10
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
川か

わ
か
み
み
ち
ひ
こ

上
廸
彦
著　
（
今
井
出
版
）　

「
米
子
の
民
話
散
歩
」

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日
（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ

ん
か
）

☆
18
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）

午
前
10
時
40
分
〜
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◆
古
文
書
研
究
会

26
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議

室
・
講
師
…
福ふ

く
し
ろ代　

靖や
す

さ
ん

「
今
川
了
俊
庭
訓
」
庭
訓
往
来
（
第

２
回
）

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援 

特
許
情
報
相
談
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
許
電
子
図
書
館

を
使
っ
て
、
特
許
・
実
用
新
案
・
意

匠
・
商
標
の
調
査
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

22
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室

◆
子
ど
も
読
書
の
日
【
23
日
の
行
事
】

お
は
な
し
会
、
か
ん
た
ん
絵
本
づ
く

り
、
パ
ネ
ル
展
示
、
児
童
書
展
示
な

ど
を
行
な
い
ま
す
。

20
日
㈰
午
前
10
時
40
分
〜
正
午
頃
と

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
頃
・
子
ど
も

読
書
コ
ー
ナ
ー

◆
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

図
書
の
書
架
へ
の
返
却
、配
列
直
し
、

本
の
修
理
な
ど
無
償
で
ご
協
力
し
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
30
日

米
子
市
美
術
館

山
陰
歴
史
館

市
立
図
書
館



新米子の文化財
深
ふ か だ

田氏
し

庭
て い え ん

園　　国指定名勝　
　深田氏庭園は、住宅書院の南側に築かれ池泉鑑賞の様式を取
り入れた庭園です。昭和12年（1937）に著名な作庭家の重

しげもり

森三
み れ い

玲
氏により世に紹介されました。
　庭園は南西隅の築山に庭園の中心となる蓬

ほうらいしき

莱式遠
えんざん

山の
三
さんぞんくみいし

尊組石が、池中には鶴石と亀石が配置されています。鶴石は
羽の下にひなを抱く親鶴の愛情に満ちた様子を模していると考
えられます。鶴の首部は特に写実的で、それにふさわしい石材
が使用されています。亀石は亀頭石が直立に用いられ、亀が首
を持ち上げたところを表しているようです。深田氏は中世に米
子の開拓に関わった豪族で、後

ご だ い ご

醍醐天皇隠岐配流の際、深田氏の邸宅は行在所になったという伝承があり、か
つては築山に天皇を祀る小さな社

やしろ

が祀られていました。
　全体的な景観のまとまりはもとより、石材の選定や細部の意匠におけ
る独創性が高く評価された庭園です。
　見学希望の方は、事前に☎３３－３４４５（深田氏宅）までご連絡く
ださい。日交バス「医療センター入口」下車後徒歩５分

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３７）

水鳥公園からのたより

ケ ラ

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／合同印刷株式会社

　ケラは、「オケラ」と呼ばれて親しまれている、身近な昆虫の 1つです。ケ
ラの英名は、「mole cricket」といい、日本語に置き換えると、「モグラコオロギ」
となります。
　この名のとおり、ケラはコオロギに近い仲間です。前脚は太短くなってと
げが並び、穴掘りに便利になっています。この前脚で、モグラのように地中
にトンネルを掘って暮らしています。全身に細かい毛が生えているのも、モ
グラとそっくりです。
　ところで、皆さんはケラが多彩な才能を持つ昆虫であることをご存知でしょ
うか。ケラは穴掘りが得意なだけではなく、地上を素早く走り、水を泳ぐのも得意です。さらに、立派な翅を持っていて、
見かけによらず空も飛べます。ケラは、陸・水・空、さらには地中までも、自在に活動できるのです。

　さらにケラは、鳴くこともできます。皆さんは、草むらや地面から鳴る
低い「ビーーー…」という音を聞いたことがありませんか。この声は、昔
からミミズの鳴き声と言われていましたが、ミミズは鳴きません。声の主
はケラなのです。こんなに多芸な生き物は、他に類を見ません。
　私は、草むしりや穴掘りをしていると、時々土の中からケラが這

は

い出し
てくるので、手でつまみあげてみます。すると、前脚で私の指先を強引に
こじ開け、逃げようともがきます。この怪力ならば、地中をどんどん掘り
進めるのもうなずけます。
　皆さんも、ケラを見つけたら、手にとってみませんか。その小さな体か
らは想像できない力強さに、生命の不思議を感じることができます。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成20年３月 1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比
人口 151,083人 ( －121人)　男性 71,811人 ( －62人)　女性 79,272人 ( －59人)　世帯数 61,795世帯 (－30世帯)
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